
法人理念

支援方針

営業時間 あり なし

プログラム

午後の会
（朝の会）

粗大運動

微細運動

食事

排泄

更衣

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

移行支援

職員の質の向上

小集団活動

ADL

・のりやハサミなどの道具を使った製作活動
・パズル、ブロック、ボードゲームなどの指先を使った活動、宿題や絵を描く等の筆記具を使った活動
→目と手の協応性を高めていく

運動・感覚、認知・行動、
　言語・コミュニケーション、

人間関係・社会性

・発達に合わせた成長・自立支援から、意欲、安心感、自己肯定感を育んでいきます。
・外で沢山遊び、花を育て、土に触れ、野菜を収穫するなど豊かな感性を育みます。
・ひとりひとりの個性を大切にし、自主的に取り組み小集団で関わる楽しさを味わえるような活動を提供します。
・地域と学校・家族・関係機関と連携し、相互理解を深め包摂的な支援に努めます。

送迎実施の有無

5領域

運動・感覚、認知・行動、
　言語・コミュニケーション、

人間関係・社会性

8：3０～１８：００

　　　　　　事業所名　森のリズム園（放課後等デイサービス）　　　　　　　　　　　　　　　　　　支援プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年２月２６日

心と体の発達を大切に、子どもらしい児童、生徒を育てる

支援内容

・法人内研修（月1回：発達、障害、検査、事例検討、虐待など）　・事業所内研修（月1回：事例検討、5領域についてなど）　・外部研修（虐待防止、児発管資格取得など）

・リズム体操→全身の協調性を高める
・挨拶、呼名（健康観察）、活動内容の説明
・絵本、紙芝居→季節やその日の活動に合わせた内容を選ぶ

・サーキット、ボール投げ、トランポリン、自転車等の全身運動
・ドッチボールや椅子取りゲームなどルールのある集団活動
→指示を聞いて行動する、順番を待つなどの社会性を身につけていく

・手洗い、テーブル拭き、食器を配る、片付ける、食具を使って食べる、適量を口に入れて咀嚼する
→生活習慣やマナーを身につける

・手洗い、衣類の着脱、排泄の意思表示、オムツ・パットの交換をする
→一連の流れを身につけ、自立度を高めていく

・気温に合わせて衣類の調整をする、服が汚れたら、着替える、衣類の着脱、畳んでしまう
→一連の流れを身につけ、自立度を高めていく

・子育てや子どもへの対応について、学校での困りごとの相談等（家庭訪問または来所での相談支援）

・小中高等学校、他事業所、役所、相談支援事業所との連携

7・8月：水遊び、夏祭り、10月：ハロウィン、11月：作品展、12月：クリスマス会、1月：お正月遊び、2月：事業所のお誕生会、節分、3月：ひな祭り

・進学先や併用または移行する事業所への情報共有、関係機関への訪問や電話での情報共有

健康・生活、認知・行動

健康・生活、運動・感覚

健康・生活、認知・行動

運動・感覚、認知・行動、
　言語・コミュニケーション、

人間関係・社会性


